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目黒寄生虫館の最近の活動状況についての報告

目黒寄生虫館館長 亀谷 了

第 1節はしがき こして， てんかんを起すようになることもある.雷魚

目黒寄生虫館は創設にあたって，研究機関を主柱と からうつる有税顎口虫の問題にしても，日本国内では

した MUSEUMとL、う構成で，文部省より財団法人を 大分少くなってきたが，タイ国などには多い虫だから，

許可されている 従って，主たる目的は研究活動にあ うっかり淡水魚をたべると一生爆弾をかかえて過さね

ることは言をまたないところである. ばならぬかもしれないのだ.

従って研究活動については特に意を用い，その成果 アユがぜいたく品でなくなってからは，横川吸虫の

は，学会で発表するほか，誌上でも発表してきた そ 患者がふえたのではなかろうか それにはまず日本全

の数は百数十題に及んでいる 体の実態の調査から初めねばならぬとしづ現状である.

昭和34年3月よりは「目黒寄生虫館月報」を刊行し， この様に人体寄生虫に関しでも，まだまだ一般の啓

館の活動を報告すると共に研究成果の一部も発表して 蒙活動を活発にせねばならぬことは言うまでもない

きたが，昭和42年よ りは英文を主にした “Research 産業界に対してはどうかとい うに，最も多く当館が

Bulletin of the Meguro Parasitological Museum" 調査依頼をうけるのは水産業界であって，海産魚類程

を不定期に発行し既に3号まで出した. 多種多様な寄生虫をしかも豊富にもっているものはな

次に当館の重要なる社会活動についてのベる L 、から，その生食の適否を問われたり，憾詰内に迷入

今日，ややもすれば寄生虫の問題が軽んせーられる傾 して異物として取りあっかわれ商品の価値を落すこと

向がみられるのは，実態を知らぬ危険なことといわね もあり，近年魚類の養殖が問題となってくると，狭い

ばならぬ.都市において畑虫がなくなったことがこん 養魚池内では急速に寄生虫が増加してその能率を下げ

なムードを作り出した原因であろうが，人体に寄生す たり，アコヤ貝の大敵が寄生虫であることが判明した

る寄生虫は約 200種あって，その半数即ち 100種類は りして，次から次へと問題が惹起されてくるのが実情

日本でもみられるのである.姻虫はその 1種にすぎな である.あたかも公害の問題に匹敵するものといって

よかろう.

たった 100種類といってのけてはいけない，総数は サケ，マスの日，米，カナダの漁業会議には寄生虫

莫大なものになる，例えば除虫一種類でも感染者は 学者が参加していることは衆知のことであって，国の

3，000万人位はいるだろうし，数年前から日本と，ォ 運命にも関係する問題である.

ランダで研究が開始されて今日の重要問題となってい この様な問題に関して当館が産業界に接触する機会

るアニザキスにしても，今までまづ大丈夫と思ってい はますます増加しているのである.

た海産魚類，ニシン，カツオ，アジ，スノレメイカ等の 叉当館の「寄附行為」にあげられた目標の中に，寄

肉の中にひそんでいて，生で食べられると胃塁走，腸壁 生虫学に関する図書の出版と .標本，文献の収集，展

に刺入して大事になることがわかってきた.約505杉の 示という項目もある.出版に関してはs 日本における

海産魚、はもっているというから，誰でもその危険にさ 寄生虫学の研究5巻並総目録完成， Progress of Me-

らされているわけだ.ところが日本人から刺身をとり dical Parasitology in Japan 3巻は既刊，あと 3巻

あげるわけにはいかない.そうすれば一体予防にはど 続刊中の 2大全集があり，世界的反響をよんでいるこ

うしたらよいか，しかもその治療は開腹手術のみであ とは，世界各国からょせられる文書によっても明らか

る なことである.

叉蛇の生血をのむ習慣がふえてくると，それからく 文献，標本の収集は， 出発当初の予想をはるかに上

ると恩われる条虫が時々人体から発見される 廻わり，以下解説するごとくおびただしいものになっ

輸入豚の問題だって大変だ うっかり有鈎条虫の幼 た.叉今後もこはから続々増加されることが予想され

虫を食べて感染すると，不幸な場合には自家感染をお る
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D.山口左仲博士 Collection (昭和44年11

月 11，000

E.福井玉夫博士 Collection 一般生物

175点を含む) (昭和33年，昭和45年 1，248

われわれは，これを完全に整理し，誰でも何時でも

利用出来る様にする義務があると信じてその方法に腐

心している .それにはまず現状をお伝えして，諸賢の

ご批判をあおぎ，その運営によき助言をいただきたい

と思うのである.これが本文を特集したゆえんである.

第2節所蔵標本の現状 (昭和45年 3月調べ)

1. 現在所蔵する標本総数

現在所蔵する標本総数は 31，804点である.

その内訳は次の通り.

A.寄生虫館採集及び各大学研究所などよりの寄贈

標本 17，109 

B. 回熊清一郎氏 Collection(昭和32年 351

C.石井信太郎博士 Collection(昭和36年) 2，096 

所蔵標本数の年次的推移

30，000 

25，000 

20，000 

15，000 

10，000 

5，000 
福井玉夫博封l)f

A 
口

割
引 31，804 

2. 標本増加の年次推移 (36年度以降)

昭和36年3月 6，518点(石井 Collection)

昭和37年 3月 8，251点

昭和38年3月 10，600点

昭和39年3月 12，000点

昭和40年3月 13，570点

昭和41年 3月 14，444点

(山口 Collectionハワイより)

昭和42年 3月

18，180点

昭和43年 3月

18，961点

昭和44年3月

19，408点

昭和45年 3月

31，629点

(山口 Collection 11，000点)

(福井 Collection 806点)

3. 標本噌加の年次的推移を

グラフにて示すと，左図の

ようになる.この図に明ら

かな如く一括して寄贈を う

けることによって飛躍的に

その数の増加をきたしてし、

る.この整理には最もわれ

われが苦心しているところ

で一刻も早く完成したい.

さもなければ寄贈者の好意

に対しても相済まぬ次第で

あるし一般の利用に対し

ても甚だ不使である.

4. 福井玉夫博士Collection

の内容

福井玉夫博士からは昭和

33年に273点，昭和45年に

981点の寄贈をうけた.そ

の内容をみると，

田熊清一郎氏一寸

本館完成 ' 

仮建築 ↓ 
..t.----
-ー-'-一ームーー『戸A

昭和2829 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 
g~~.~u~~m~~~~~w.~~~ 
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線虫

吸 虫

条 虫

鈎頭 虫

寄生性甲殻類

原 虫

衛生昆虫

一般生物

100 

315 

177 (昭和33年 273点)

117 

73 

6 

18 

175 

ぷ込
口 計 981 +273 = 1， 254 

5. 山口左仲博土 Collectionの内容

吸 虫 5，480

条 虫 1，517

線 虫 1，000

鈎頭 虫 200 

原虫 200

寄生性甲殻類 500 

未整理 4，000 

合 計 12，897点

6. 展示標本の数(但し寄生嬬虫類に関するもののみ

で，原虫，.lt虫，病理標本除く)

展示標本というのは次の条件を備えている標本で，

展示室に陳列して一般に供覧している.そのリスト

を作成し今日までに2巻を発行した.

① 学名は少くとも属名以上同定されたもの.

② 同一種類でも宿主の違うもの.

③ 同一種類でも採集地の著しく離れてるもの.

④ 同一種類でも年代の著しく離れているもの.

吸虫条虫線虫鈎頭虫

ω 震刊の リス トに収 95 107 238 37 
されているもの

ω 印刷の準Tが完了 131 58 94 37 
している の

(3) 石井 Collection 28 51 79 39 
中より

(4) 福井 Collection 100 20 30 30 

(5) 山口 Collection 1，500 500 200 50 

(6) その他推定 146 64 59 7 

合

総

計 2，000 800 700 200 

計 3，700点

以上3，700点は，それぞれ独立した意義をもつも

ので，これらの虫体についての原著，原図の多くは

当館に所蔵されているので，文献と照合しながら標

本を見ることが出来るようにするべく鋭意努力を傾

けている.

7. 標本の整理方法について

当館における標本の整理は次のような順による.

まず入手と同時に標本一点につき一枚のカ ードを作

る.今日までに約 18，000枚はつくった.それに記

載する事項は

① 標本番号

② 種名，宿主名，寄生部位， 採集地

③入手年月日

④ 同定者名

⑤ 採集者名

その他参考になる事項である.

第2のカー ドは宿主による整理である.従ってあ

る宿主に属する寄生虫はすべてそのカードに記入さ

れ標本番号を記入する 第3のカード即ち寄生虫別

カードにはその虫を宿すすべての動物名及びその標

本番号が列記されるわけである.

但し以上の整理方法はカ ードの印刷が終り一部記

入が開始されたが 3万点以上の標本をすべて上記

の方法で整理し終るのは，現在所蔵する標本だけで

も数年を要し，更らに今後追加される標本を思えば，

まこ とに大変な作業と思う .今後追加される標本の

ことを思うと気の遠くなる様な心配があるのであ

る 然し，我が館としては，学界に対する責任上，

この作業は何が何でもやりぬかねばならぬと考えて

いる.

8. 当館所蔵標本の利用価値

既にくりかえした如く， 創立以来18年の今日，当

館所蔵標本は嬬虫類，原虫類に関しては，相当幅広

く集められているので， 利用者は，その標本に相当

する原著と照合することが出来るとL、う使がある.

そのほか，各種寄生虫の同定依頼に対しでも，これ

に応ずることが容易であり，水産業界に対しては，

特に意義が深いと信ずるものである.叉，講義は聞

いたが，実物を見ないとL、う学生諸君にとっては絶

好の資料が提供出来るという便がある 我が館が，

かかる広範囲な収集を行ったことは既に海外にも知

れ，濠洲，米国，ヨーロッパなどから標本貸与の依

頼が来ている 当館としては，整理の出来次第一刻

も早くこれに応じ研究者の要望にこたえたいと忠、う.

それには先ず上記の整理を完了することが先決問題

である.
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第 3節 当館所蔵文献， 図書の現況 (昭和45年 3月調

ベ)

1. 現在所蔵する文献，図書の総数

総数 31，303点の内訳を見ると

論文別刷 21，622点

単行本及び雑誌 9.681点

2. 文献，図書，雑誌の増加の年次的推移

年次 5d図書雑誌合計
36.3 5.607 1，371 6，978 

(石井信太郎博士)

37.3 5，722 5，796 11，518 

38.3 5，957 5，835 11，792 

39.3 6. 139 5，888 12，027 

40.3 7，777 7，480 15，252 

(吉田文庫 39年4月)

41. 3 7，989 7，546 15，535 

(山口文庫(1)41年10月)

所蔵文献図書数の年次的推移

30，000 

25，000 

20，000 

15，000 
吉田文庫寸

10，000 

6978 

5，000 

昭和 uu muun"~.~.HmÜHo<< Og O
'53 '54 '55 '56 '57 '58 '59 '60 '61 '62 '63 '64 '65 '66 '67 '68 '69 '70 '71 '72 

42.3 8，641 7，641 16，282 

43.3 9，055 7，720 16，775 

44.3 9，418 7，801 17，219 

(山口文庫(2)44年10月)

45.3 21，622 9，681 31，303 

(福井文庫 45年2月)

3. 文献，図書，雑誌の増加の推移をグラフによって

示すと，下図のようになる.

4. 吉田文庫

吉田貞雄博士所蔵の文献は大半は大阪大学医学部

に保存されているが，博士の書斎に保存されていた

一部の資料は森下燕博士のお世話により当館に寄贈

された.その内訳は次の通り .

寄生虫関係別刷 1，400点

図書及び雑誌 200点

一般生物に関する別刷 1，100点

同図書及び雑誌 400点

A 
同 計 3，100点

となっている.

5. 山口文庫

山口左仲博士からは，昭和41年，直接ハワイより，

第2回目は高木年太郎氏の厚意により京都大学に保

管されていた同博士の文献資料が，昭和44年秋に当

館に搬入されたことは，前号で述べた通り，今その

内容を概説すると， (前号と重復)

寄生虫関係別刷 6，264点

寄生虫関係雑誌 794点

(詳細は前号4ベージを見られよ)

単行本 457点

一般生物別刷 2，300点

A 
口 計 9，815点

となっている

6. 福井文庫

福井玉夫博士のご泣族から当館に寄贈された文献

の内容は
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寄生虫関係別席Ij

雑誌寄生虫学雑誌

衛生動物学雑誌

Acta Protozoologica 

Jounal of Protozology 

動物学雑誌

動物分類学会報

合計

一般生物関係別刷

一般雑誌陵水学雑誌

他9種類計

総 計

900占

1~18巻

1~19巻

1~6巻

1~5巻

10数巻分

1~37 号

420占

1，400点

7巻分25点

200占

2，900点

以上で大体の内容は説明した.これらの整理方法

について述べる.

整理方法

まず最初に行うべきは別別の整理である.目下その

基本カードを作製しており，現在まて、に出来たカード

は 12，000枚余となっている これを著者別にカード

ボックスに納めて利用しているのである この基本カ

ードの完成にも，相当の年月を要するものと覚悟して

いる

文献の利用に関するわれわれの構想

われわれはこのおびただしい文献を死蔵しではなら

ない.整理が進むにつれて，各方面の利用度も高まる

と思う 叉今後も，どんどんその増加をはかり，現在

でも年間数百点の寄贈をう けており， その内容は海外

3対国内lの割合であって，分類学関係の資料に関し

ては特に意を用いているつもりである

こうして集められた文献は公開し，その要求があれ

ば，複写をとって送ると L、う作業を進めたいとおもっ

ている その為めには相当の設備と人員と資金がいる.

これについては目下実現に全力をあげてとりくんでい

るのである.

第 4節将来の展望

以上で大体の館の活動状況についてのベた 即ちわ

れわれが18年前に出発した当初にあたって志した事項

は，ほぼ予定の如く遂行してきた.ただ予想外に急速

に発展したのは文献，標本の増加ということである.

これは何を物語るか.

今日各界においては資料セソタ ーを設置して，その

分野の発展を期すると L、う傾向がみられ，資料の整理

方法にも色々新しい試みが行われているのである.コ

ンピューターの発達もその必要にせまられて起った現

象とおもう.かかる風潮がおのづ、からわれわれをして

今日あらしめたものと信ぜざるを得ないのであって，

この時代の要求に如何にして答えて行くかが今後のわ

れわれの進む方向と言わねばなるまい.

今われわれが真剣に考えていることは，この落大な

資料を活用し，さらに今後も意欲的に集めようとして

いる文献，標本を，如何に学問的に， 且つ実用面で活

用するか，と L、う問題である.

それには，私は，更らに更らに日本はおろか，世界

各国から資料文献を集め，これを整理分類して保管し，

いかなる時にも要求に応じて各界に提供できるような

組織にしたいということである.これには相当の資金

を必要とする かかる企ては現代の世界情勢止して，

けっして突飛な考えではなく，叉実現可能な問題であ

る.

私は私の出来うる最大限の力をこの館に投入してい

る.これを更らに更らに上記したような方向に進め，

寄生虫学に関する文字通りセンター的役割りを果した

いというのがわが館の悲願である.
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